
 ①ごみ収集量（平成28年度実績）から、平成31年度想定量として、分別変更・資源化の徹底をした場合の１人あたり年間収集量を算出

表１　現状の収集量 表３　想定される収集量 表４　世帯人数別の想定収集量

表２　組成分析結果

分析対象

（※）小平市一般廃棄物処理基本計画にて、有料化の実施を「全量容器包装プラスチックの分別収集・資源化を前提」としていることを踏まえ、軟質プラの

　　　分別変更・資源化を行い、合わせてプラ容器の分別・資源化の徹底を行った場合に想定される量を算出する。

　　　【算出方法】平成25年度・27年度・28年度に実施した組成分析の結果より、平均して下記の表のとおり、可燃・不燃ごみの中に含まれていた、硬質・

　　　　　　　　　軟質プラ、レジ袋といったプラ容器の量（Ｃ，Ｄ）を、Ｂの可燃・不燃ごみの量から除き、プラ容器に加える。

 ②重量（㎏）から容量（ℓ）への換算

表５　容量あたりの重量 表６　現状の排出容量 表７　想定される排出容量

（※）「容量あたりの重量」（Ｆ）については、「東久留米市
家庭ごみ有料化に向けた実施計画」(平成２８年２月策定）より準用しています。
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 ③年間排出容量から単純計算した負担額　（※手数料額は【可燃・不燃ごみ…２円/ℓ、プラ容器…１円/ℓ】と仮定）

表８　現状の場合の負担額 表９　想定される負担額 表10　プラ容器の料金別の負担額

表11　世帯人数別の負担額

①　現状のごみ収集量から試算すると、１人あたりの負担額は、年間2,690円（月々225円）程度となる。

②　分別の変更や資源化の徹底をした場合、１人あたりの負担額は、年間2,615円（月々220円）程度となる。

③　プラ容器の手数料額を無料もしくは２円とすると、１人あたりの負担額は、年間305円（月々25円）程度の減額、

　もしくは、増額となる。

④　１人につき５％の減量（73ℓ程度）をする毎に、年間130円（月々11円）程度の減額となる。

　また、４人世帯では、全員で５％減量（290ℓ程度）すると、年間520円（月々43円）程度の減額となる。

※目安として、可燃ごみの半分程度を占める生ごみを、水切りや未利用食品を出さない等の取り組みを徹底し、約15

　～20％程度減量することで、全体として５％の減量となります。
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